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中
央
最
低
賃
金
審
議
会
（
以
下
、
最
賃
審
議
会
）
は
８
月
４
日
、
２

０
２
５
年
度
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
全
国
加
重
平
均
で
63
円
（
６
・

０
％
）
引
き
上
げ
て
１
１
１
８
円
と
す
る
目
安
を
答
申
し
た
。
「
昨
年

に
続
い
て
高
い
水
準
の
引
き
上
げ
目
安
額
が
示
さ
れ
た
」
と
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
金
額
で
は
労
働
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
政
府
は
最
低
賃
金
を
２
０
２
０
年
代
に
１
５
０
０
円
（
全

国
加
重
平
均
）
に
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
４
年
先
の
こ
と
だ
。

物
価
高
騰
が
続
く
現
在
に
お
い
て
１
５
０
０
円
で
も
生
活
が
成
り
立
た

な
い
と
の
声
が
多
く
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
労
働
者
全
体
の
約 

政
府―

最
賃
審
議
会
は
大
幅
引
き
上
げ
を
お
こ
な
え 

４
割
、
２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
非
正
規
労
働
者
の
生
活
・
労
働
実
態

と
大
幅
に
遊
離
し
て
い
る
金
額
だ
。
非
正
規
労
働
者
の
多
く
は
、
最
低

賃
金
水
準
で
の
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
最
賃
の
大
幅
引
き
上

げ
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
生
存
権
の
確
保
に
直
結
す
る
。
そ
し
て
全
国

一
律
最
賃
制
の
確
立
も
急
務
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
２
０
２
５
春
闘

に
お
い
て
、
大
幅
賃
上
げ
と
同
時
に
最
低
賃
金
１
８
０
０
円
獲
得
を
掲

げ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
、
全
国
一
律
最
賃

制
確
立
に
向
け
て
闘
い
を
進
め
よ
う
。
政
府
・
独
占
資
本
の
イ
ン
フ
レ

政
策
に
反
対
し
、
労
働
権
・
生
存
権
を
闘
い
と
ろ
う
。 

最
低
賃
金
１
８
０
０
円
を
勝
ち
取
ろ
う 

 

全
国
一
律
最
賃
制
を
確
立
し
よ
う 

 



                          

賃
金
を
削
り
利
益
を
た
め
込
む
独
占
資
本 

 

  

非
正
規
労
働
者
数
は
現
在
、
２
１
２
６
万
人
（
２
０
２
４
年
／
厚
労

省
）
で
あ
り
、
全
労
働
者
の
３
６
・
８
％
（
同
前
）
に
及
ぶ
。
年
齢
別

層
で
は
、
55
～
64
歳
が
４
５
２
万
人
と
最
大
で
、
65
歳
以
上
が
４
３

３
万
人
と
続
く
。
雇
用
形
態
別
で
は
パ
ー
ト
が
48
・
３
％
と
約
半
数
を

占
め
る
。
新
宿
区
労
連
が
、
同
区
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
女
性
の
生
活

費
に
い
く
ら
か
か
る
か
生
活
実
態
を
元
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
最
低
生

活
費
は
税
金
や
社
会
保
険
料
込
み
で
月
額
28
万
２
５
６
１
円
と
な
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
（
７
月
23
日
／
毎
日
）
。
調
査
に
協
力
し
た
女

性
労
働
者
は
、
時
給
１
３
０
０
円
、
週
５
日
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
月

収
は
21
万
円
台
だ
と
い
う
（
同
前
）
。
こ
れ
が
多
く
の
非
正
規
労
働
者

が
置
か
れ
た
現
状
だ
。 

 

 

日
本
の
実
質
賃
金
は
２
０
２
４
年
で
前
年
比
０
・
５
％
減
、
３
年
連

続
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
２
０
２
５
年
６
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
速

報
）
で
も
、
前
年
同
月
１
・
３
％
減
、
６
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
だ
。

こ
の
間
、
コ
メ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
物
価
は
上
が
り
続
け
て
い
る
。

政
府
の
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」
と
銘
打
っ
た
物
価
つ
り
上
げ―

イ

ン
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
、
労
働
者
民
衆
の
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
食

料
品
を
中
心
に
集
中
的
か
つ
五
月
雨
的
に
値
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
食
料
関
係
の
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
上
昇
率

は
、
今
年
１
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
毎
月
６
～
７
％
上
昇
し
て
い
る
。

物
価
を
上
回
る
賃
上
げ
が
な
け
れ
ば
実
質
賃
金
が
低
下
す
る
の
は
当

た
り
前
だ
。
連
合
は
今
春
闘
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
「
２
年
連
続
で
定
昇

込
み
５
％
台
の
賃
上
げ
が
実
現
し
た
」
と
自
賛
し
て
い
る
が
、
食
料
品

の
値
上
げ
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
多
く
の
非
正
規
労
働
者 

 

低
賃
金
を
維
持
す
る
た
め
の
最
低
賃
金
制 

  

 

現
行
の
最
低
賃
金
は
、
最
高
が
東
京
の
１
１
６
３
円
、
最
低
が
秋
田

の
９
５
１
円
、
全
国
加
重
平
均
で
１
０
５
５
円
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
水

準
は
Ｇ
７
中
最
低
で
あ
り
、
単
身
者
が
独
立
の
生
活
を
維
持
で
き
る
金

額
で
は
な
い
。
今
年
度
に
目
安
通
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
も
変
わ
ら
な

い
。
ち
な
み
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
２
４
１
１
円
、
イ
ギ
リ
ス
２
２
１
６

円
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
２
４
２
１
円
に
な
っ
て
い
る
。 

 

最
低
賃
金
法
は
「
賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
に
つ
い
て
、
賃
金
の
最
低

額
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、
も
つ
て
、

労
働
者
の
生
活
の
安
定…

…

に
資
す
る
」
（
同
法
第
１
条
）
こ
と
を
目

的
に
謳
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
最
低
賃
金
は
労
働
者
の
自
立
し
た
生
活

を
保
障
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
政
府
・
厚
労
省
（
最

賃
審
議
会
）
は
、
最
低
賃
金
を
家
計
補
助
的
労
働
と
位
置
付
け
ら
れ
た

被
扶
養
の
女
性
パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
金
に
照
準
を
据
え
て
設
定
し
て

き
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
単
身
者
の
生
活
保
障
を
基
本
と
し
た
も
の

で
は
な
い
。
政
府
・
独
占
資
本
は
女
性
パ
ー
ト
労
働
者
を
低
賃
金
労
働

力
と
し
て
労
働
市
場
へ
の
参
入
を
促
進
し
な
が
ら
、
全
体
の
賃
金
水
準

を
低
位
に
抑
制
し
維
持
し
て
き
た
の
だ
。 

 

１
９
９
５
年
の
日
経
連
の
「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』
」
に
よ

る
非
正
規
労
働
者
拡
大
方
針
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
家
計
補
助
的
と
位

置
付
け
ら
れ
た
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
層
に
正
規
雇
用
を
弾
か
れ
た
非

正
規
労
働
者
が
流
入
し
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
派
遣
労
働
の
拡
大
は

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
被
扶
養
の
女
性

パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
金
と
な
っ
て
い
た
最
低
賃
金
は
正
規
雇
用
を
弾

か
れ
た
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
に
リ
ン
ク
し
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
な
っ
た
の
だ
。 



       

は
そ
の
賃
上
げ
に
も
無
縁
で
あ
る
。
労
働
者
民
衆
の
生
活
は
窮
乏
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
独
占
資
本
は
手
に
し
た
収
益
を
賃
金
に
回
さ
ず
、
労
働
分
配

率
は
下
が
り
続
け
て
い
る
。
労
働
分
配
率
は
企
業
が
生
ん
だ
付
加
価
値

を
賃
金
や
一
時
金
な
ど
で
労
働
者
に
ど
れ
だ
け
分
配
し
た
か
を
示
す

も
の
だ
が
、
資
本
金
10
億
円
以
上
の
大
企
業
は
36
・
８
％
と
前
年
度

か
ら
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
１
９
９
５
年
に
は

55
％
を
越
え
て
い
た
。
そ
し
て
企
業
が
た
め
込
ん
だ
内
部
留
保
（
利
益

積
立
金
）
は
毎
年
最
高
額
を
更
新
し
続
け
、
24
年
度
末
で
６
３
６
兆
円

と
い
う
巨
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。 

 

大
企
業
の
中
小
零
細
企
業
支
配
ゆ
る
す
な 

 

で
は
厳
し
い
ノ
ル
マ
達
成
・
コ
ス
ト
削
減
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
下
請
け
の
各
社
は
厳
し
い
企
業
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

ト
ヨ
タ
の
莫
大
な
企
業
利
益
（
５
兆
３
５
２
９
億
円
／
２
０
２
４

年
３
月
期
）
は
関
連
・
下
請
け
の
中
小
企
業
労
働
者
の
搾
取
と
収

奪
の
上
に
築
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
だ
。 

 

大
企
業
の
中
小
企
業
に
対
す
る
取
引
上
の
優
越
的
地
位
を
制

限
し
、
取
引
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
法
規
制
（
優
越
的
地
位
の

濫
用
規
制
や
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
な
ど
）
が
一
部
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
実
効
性
が
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
独
占
資
本
・

大
企
業
の
中
小
企
業
（
労
働
者
）
支
配
を
打
破
し
、
彼
ら
が
貯
め

込
ん
だ
巨
額
の
カ
ネ
を
吐
き
出
さ
せ
、
そ
れ
を
労
働
者
民
衆
に
回

す
こ
と
こ
そ
必
要
だ
。 

  
 

最
賃
引
き
上
げ
の
際
、
い
つ
も
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
「
中
小

企
業
の
支
払
い
能
力
」
だ
。
今
回
で
も
使
用
者
側
は
「
過
度
の
引
き
上

げ
は
中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
」
と
６
％
引
き
上
げ
に
慎

重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。 

 

し
か
し
使
用
者
側
が
「
中
小
企
業
の
支
払
い
能
力
」
を
口
に
し
て
引

き
上
げ
に
慎
重
な
態
度
を
と
る
の
は
、
自
ら
の
利
益
を
守
る
た
め
だ
。

「
中
小
企
業
の
支
払
い
能
力
」
は
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は

な
く
、
大
企
業
（
独
占
資
本
）
の
中
小
企
業
支
配―

収
奪
と
密
接
不
可

分
だ
。
日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
多
数
の
関
連
・
下

請
企
業
を
支
配
下
に
置
い
て
い
る
。
５
７
７
の
子
会
社
、
１
６
５
社
の

関
連
会
社
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
各
社
も
多
く
の
下
請
企

業
を
か
か
え
て
い
る
。「
必
要
な
も
の
を
必
要
な
と
き
に
必
要
な
だ

け
作
り
、
調
達
す
る
」
と
い
う
ト
ヨ
タ
の
看
板
方
式
は
多
く
の
関

連
・
下
請
会
社
の
「
協
力
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ 

 

政
府
は
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
を
即
刻
お
こ
な
え 

 

現
石
破
政
権
を
始
め
歴
代
の
自
公
政
権
は
「
３
％
の
賃
上
げ
を
実
現

す
る
よ
う
期
待
す
る
」
（
安
倍
元
首
相
）
と
か
「
３
％
を
超
え
る
賃
上

げ
を
期
待
す
る
」
（
岸
田
前
首
相
）
な
ど
と
発
言
し
て
き
た
。
こ
れ
は

「
先
行
き
の
不
透
明
さ
」
を
口
実
に
し
て
、
内
部
留
保
ば
か
り
積
み
上

げ
る
独
占
資
本
に
僅
か
な
一
部
を
賃
金
に
回
す
よ
う
に
お
願
い
し
た

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 
し
か
し
賃
上
げ
・
労
働
条
件
の
改
善
は
基
本
的
に
労
使
交
渉
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
も
の
だ
。
政
府
が
本
気
で
労
働
者
の
生
活
保
障
を
望
む

の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
自
ら
の
関
与
が
一
定
可
能
な
最
低
賃
金
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
べ
き
な
の
だ
。
そ
し
て
一
刻
も
早
く
全
国
一
律
最
賃
制

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

労
働
基
準
法
に
お
い
て
い
か
な
る
企
業
も
労
働
者
に
対
し
て
最
低 

 



                        

 

単一労組 HP 

の
労
働
条
件
以
下
で
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
義
務
と
し
て
定

め
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
が
生
活
で
き
る
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
す

べ
て
の
企
業
（
経
営
者
）
に
義
務
化
し
履
行
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
政

府
・
行
政
の
役
割
だ
。 

 

新
自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
独
占
資
本
と
そ
れ
に
つ

な
が
る
富
裕
層
（
有
産
階
級
）
は
莫
大
な
富
を
懐
に
入
れ
、
そ
の
一
方

で
多
く
の
労
働
者
民
衆
は
貧
困
・
窮
乏
化
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
独
占

資
本
と
そ
の
政
治
的
代
理
人
た
る
政
府
と
闘
う
こ
と
こ
そ
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
が
真
の
解
決
へ
の
道
だ
。 

 

か
で
、
米
欧
メ
デ
ィ
ア
は
参
政
党
を
「
極
右
」
と
報
じ
た
。 

 

参
政
党
は
、
天
皇
を
元
首
、
主
権
は
国
で
あ
り
、
自
衛
軍
を
保
持
す

る
と
い
う
構
想
案
を
掲
げ
、
現
憲
法
が
定
め
る
「
国
民
主
権
」
や
「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」
「
労
働
基
本
権
」
「
思
想
、
良
心
の
自
由
」
な
ど

民
主
主
義
や
生
存
権
を
保
障
す
る
規
定
は
な
い
。
人
口
減
少
は
女
性
の

社
会
進
出
が
原
因
だ
と
言
い
、
「
若
い
女
性
し
か
産
め
な
い
」
「
高
齢

女
性
は
子
ど
も
が
産
め
な
い
」
と
の
許
し
が
た
い
女
性
差
別
発
言
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
外
国
人
労
働
者
の
導
入
が
日
本
人
の
賃
金
が

上
が
ら
な
い
原
因
」
と
持
論
を
展
開
し
、
「
奴
隷
制
度
」
と
批
判
さ
れ

る
「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
人
権
侵
害
や

未
払
い
賃
金
な
ど
の
問
題
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
根
拠
の
な
い
「
大

き
な
犯
罪
が
生
ま
れ
る
」
と
の
理
由
で
外
国
人
を
取
り
締
ま
る
治
安
管

理
強
化
の
た
め
、
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
案
を
提
唱
し
て
い
る
。 

 

明
治
天
皇
制
国
家
は
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
、
琉
球
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国

を
侵
略
し
、
植
民
地
支
配
、
同
化
・
抹
殺
政
策
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、

わ
れ
わ
れ
日
本
の
労
働
者
・
労
働
組
合
は
そ
れ
と
対
峙
し
、
闘
う
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
参
政
党
が
比
例
で
７
４
２
万
票
あ
ま
り
獲
得
し
た

背
景
に
は
日
本
社
会
に
差
別
・
排
外
主
義
が
根
深
く
息
づ
い
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。 

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を
直
視
し
、
戦
争
前
夜
と
も
い
え
る
今
こ

そ
、
日
本
国
家
の
侵
略
・
植
民
地
支
配
と
闘
い
え
な
か
っ
た
痛
苦
な
歴 

 

今
年
７
月
の
参
院
選
で
は
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
「
日
本
国
民
の

暮
ら
し
を
守
る
」
を
掲
げ
た
参
政
党
が
大
幅
に
得
票
数
を
延
ば
し
た
。

今
の
自
公
政
権
の
悪
政
を
変
え
る
と
い
う
「
小
気
味
の
良
い
」
選
挙
演

説
に
共
感
を
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
「
日
本
人
」
と
は
だ
れ
の
こ
と

な
の
か
。
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
「
関
東
大
震
災
に
お
け
る
朝
鮮

人
虐
殺
」
を
想
起
さ
せ
、
違
和
感
と
嫌
悪
感
し
か
な
い
。 

米
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
（
米
国
第
一
主

義
）
を
掲
げ
て
人
種
差
別
に
基
づ
く
移
民
者
の
「
国
外
追
放
」
を
お
こ

な
い
排
外
主
義
政
策
を
強
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
そ
の
米
国
の
支

援
を
受
け
て
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
建
設
の
た
め

パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
虐
殺
・
民
族
浄
化
を
公
然
と
お
こ
な
い
、
植
民
地
主

義
を
全
面
展
開
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
「
不
法
移
民
の
国
外
退
去
」
を
か
か
げ
た
右
派
が
台
頭
し
て
い
る
な 

史
と
向
き
合
い
、
自
ら
の
解
放
を
か
け

て
民
族
差
別
・
排
外
主
義
と
闘
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
差
別
・
排
外
主
義
と
闘
い
う
る

労
働
者
・
労
働
組
合
の
団
結
だ
。 

（
Ｓ
） 

  

差
別
・
排
外
主
義
と
闘
う
団
結
を 

 


